
 

A 1 
 

機械工学・材料系学科 
 

機械工学・材料系学科は，人類社会の福祉と持続可能な社会の実現に貢献するための人材養成を目的とし，機械工学教育

プログラム，材料工学教育プログラムの二つの教育プログラム（EP）から構成されている。各 EPでは，それぞれの専門分野に対応

したカリキュラムが準備されており，以下の学士の学位を授与する。 

 ①機械工学 EP，学士（工学） 

 ②材料工学 EP，学士（工学） 

機械工学 EP では，広く社会に貢献するための教養，幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的能力およびロボット，エンジ

ン，流体機械，自動車，航空機，コンピュータ，原子力機器，諸生産設備などの各種機械に関連する機械工学の専門的能力を

養成するための学士課程教育を行う。 

材料工学EPでは，材料が社会を支える基盤技術であることを意識し，倫理観と教養力を培いつつ，金属，セラミックス，半導体，

その周辺材料の開発と特性評価に関する基礎的知識の修得と，様々な工学分野の技術革新につながる高度専門能力を養成す

るための学士課程教育を行う。 

 

(1)教育の流れ 

本学科を構成する機械工学および材料工学の各 EP では，1 年次に工学の基礎となる数学と物理を中心に学習するとともに，

情報技術を修得し，これを柔軟に応用する能力を培う。また，教養科目を通じて，社会に貢献できる人格の養成と，国際性の素

養を身につける。 

2 年次では，幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的な能力を養成するとともに，各自が所属する EP に応じて，機械工学

もしくは材料工学を構成する基盤領域の科目を体系的に修得する。 

3 年次には，2 年次までに学習した専門科目の内容を深化させ，さらに学習内容を柔軟に統合・応用・展開する能力の養成を

行う。また，機械工学もしくは材料工学の諸分野における課題解決能力・コミュニケーション能力を涵養する。 

4 年次には各研究室に配属され，卒業研究で最先端の研究課題に取り組むことにより，これまでに学習した内容を集大成し，

機械工学もしくは材料工学の分野において，主体的に活躍できる能力を培う。 

(2)履修登録単位数の上限 

履修登録単位数の上限は，指定科目を除き 1 年次(春学期 24 単位，秋学期 24 単位)，2 年次(春学期 22 単位，秋学期 22 単

位)，3 年次(春学期 20 単位，秋学期 20 単位)，4 年次(春学期 14 単位，秋学期 14 単位)とし，上限緩和措置適用者に対しては半

期 26 単位とする。詳細は，機械工学 EP では p．A2 の「(3)履修登録単位数の上限」を，材料工学 EP では p．A8 の「(3)履修登録

単位数の上限」を参照のこと。 

(3)成績の扱い 

4 年次の研究室配属においては，成績と希望により配属先を決定する。その際，成績の順位を決める指標として用いる評価式

は以下の通りである。 

124
GPT GPA  

(4)大学院への飛び入学 

成績が極めて優秀な学生は，3 年次に大学院の入学試験を受験し，大学院に飛び入学する制度がある。詳細は各 EP の教務

委員に相談すること。 

(5)卒業要件 

本学科の卒業要件は，4 年以上在学し，教養教育科目 36 単位以上，教育プログラム（EP）が定める専門教育科目から 88 単位

以上，合計 124 単位以上を修得し，卒業に必要な授業科目のうち履修登録した全科目の GPA が 2.0 以上であり，かつ卒業審査

に合格することである。詳細は，機械工学 EP では p．A3 の「履修基準」を，材料工学 EP では p．A9 の「履修基準」を参照のこと。 
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機械工学教育プログラム 
機械工学は，機械ならびに機械システムを対象とする工学分野の一つである。機械工学が対象とする範囲は，機械部品単体

から，それらが組み合わされて複雑な機能を発揮する機械システムまで幅広く，機械工学に関わる技術者には基盤領域の堅固

な素養と柔軟な適応力が求められる。本教育プログラムでは，学士課程の教育として基盤領域の教育を重視しており，機械工学

の基礎を体系的に教育し，多様な分野で活躍できる資質を備えた人材を養成する。 

 

(1)学習・教育目標 

育成人材像 

機械工学における基盤的素養と柔軟な適用力を有し，専門的課題を理解し解決する力とコミュニケーション力を備えた実践的能

力を身に付け，多様な分野で国際的に活躍できる資質を備えた人材を養成する。 

学習・教育（到達）目標 

(A) 真に人類・社会に貢献できる人格を養成する。 

[A1] 広い学問領域に触れることによって，人類の幸福・福祉に貢献できる能力 

[A2] 外国語や教養科目の履修を通じて異なる文化を理解し，多面的に物事を考える能力 

[A3] 国際的に活躍するためのコミュニケーションの基礎的な能力 

(B) 社会における工学の役割を正しく理解する能力を養成する。 

[B1] 科学技術が自然現象や人間社会とどのように関わっているかを理解できる能力 

[B2] 自立した技術者として責任をもって行動できる能力 

(C) 幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的能力を養成する。 

[C1] 数学や物理学などの自然科学と情報技術の知識を修得し，これらを応用できる能力 

[C2] 工学基礎および機械工学の基盤領域である材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御を体系的に修得し，こ

れらを応用できる能力 

(D) 社会での実践を志向して専門の工学的能力を養成する。 

[D1] 機械工学分野に関連する専門技術の知識を修得し，これらを柔軟に応用・展開する能力と，技術の進歩に対応し，自主

的かつ継続的に学習できる能力 

[D2] 工学的考え方を利用して問題解決に応用できる解析・設計・コミュニケーションの能力 

[D3] いかなる環境の下でも周到な計画に基づいて問題解決に取り組み，まとめる能力 

[D4] グループで取り組む課題を通じて，チームで目的を達成する能力 

(2)教育の流れ 

1 年次には，工学の基礎となる数学と物理を中心に学習するとともに情報技術を修得し，これを柔軟に応用する能力を培う。さ

らに教養教育科目の履修を通じて，社会に貢献できる人格の養成と，国際性の素養を身につける。また，1 年次秋学期から 3 年

次春学期にかけて，機械工学の基盤科目である材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御を体系的に履修する．これ

により，機械工学の基盤領域である材料と構造，エネルギーと流れ，運動と振動，情報と計測・制御，設計と生産・管理の 5 分野

における基礎学力を養成する。 

2 年次では，幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的な能力を養成するとともに，機械要素設計製図の履修によりエンジニ

アリングデザインの導入教育を行う。 

3 年次には，2 年次までに学習した専門科目の内容を深化させ，機械工学分野の専門知識を柔軟に応用・展開する能力を身

につける．また，応用機械設計製図ならびに機械工学実験の履修により，実験・プロジェクト等の計画・遂行能力，チームによる

課題解決・コミュニケーション能力，工学的解析・考察能力を涵養し，機械工学の実践力を身につける。 

4 年次には各研究室に配属され，卒業研究で最先端の研究課題に取り組むことにより，これまでに学習した内容を集大成し，

機械工学分野における諸問題を周到な計画の下に主体的に解決できる能力を培う。 

 (3)履修登録単位数の上限 

機械工学教育プログラムでは次の表に示すように，一学期に履修登録できる単位数に上限が設定されている。その上限単位

数を超えて履修登録することはできないので注意すること。ただし，表に示された科目は上限単位数の計算に含まれない。また，

1 年次秋学期からは，履修登録する直前の一学期の成績の GPA が 2.5 以上の学生は，上限単位数の設定が 26 単位に緩和さ

れる。 
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履修登録単位数上限＊1 

年次 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次＊2 

学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

上限単位数 24 24 22 22 20 20 14 14 

上限が緩和された場合 － 26 

単位上限の計算に含まれない

科目名 

健康スポーツ演習 B＊3，コンピューティング演習＊3，コンピュータ科学入門＊3，機械系の数学

演習Ⅰ＊3，機械系の数学演習Ⅱ＊3，機械系の力学演習Ⅰ＊3，機械系の力学演習Ⅱ＊3，物理

実験，化学実験，計算工学基礎，機械要素設計製図Ⅰ，機械要素設計製図Ⅱ，機械加工実

習，工学基礎実験Ⅱ，機械工学実験Ⅰ，機械工学実験Ⅱ，応用機械設計製図Ⅰ，応用機械

設計製図Ⅱ，応用数学演習 A，応用数学演習 B，機械工学インターンシップ，卒業研究，進

路・職業と教育，教育実習事前事後指導，教育実習および教員免許に関係する科目のうち他

学科・他学部開講科目，理工学部副専攻プログラム科目（ただし，主専攻の科目として履修

する場合は履修登録単位上限の科目に含まれる） 

注意事項： 

＊1：数値や科目名等は今後カリキュラム変更により変更されることがあり得る。 

＊2：卒業研究を行うのに必要な条件を満たしていない場合は 3 年次の上限単位数が適用される。 

＊3：教養教育科目の履修登録上限単位数（春学期 20 単位，秋学期 20 単位）の計算には含まれる。 

(4)早期卒業 

2 年次終了時に以下の条件すべてを満たしているものは，3 年次に通常の 3 年次履修科目に加えて卒業研究を履修すること

ができる。これにより，機械工学教育プログラム履修基準における(1)卒業資格の「イ．本学に 4 年以上在学すること。」を除くすべ

ての要件を満たした場合は，3 年次終了時およびそれ以降に早期卒業できる。 

2 年次終了時において， 

(1) 卒業研究，3 年次開講の必修科目，3 年次開講の専門教育科目の選択必修を除いて，卒業に必要な条件を満たしている

こと。 

(2) 110 単位以上修得していること。 

(3) GPA が 4.20 以上であること。 

これらの条件をすべて満たす見通しがあり，かつ早期卒業を希望する者は，2 年次終了時に教務委員に相談すること。 

 

履修基準 

履修基準は，以下の通りである。専門教育科目については次ページの授業科目一覧に更に細かい基準が決められている。 

授業科目 
卒業研究を行うに必要な最低修得単

位数 
卒業に必要な最低修得単位数 

教養教育科目 

教養コア科目 

基礎科目 6 以上(人文社会系 2 以上，

自然科学系 2 以上) 

現代科目 2 以上 

総合科目 2 以上 

計 12 以上 

基礎科目 8 以上(人文社会系 4 以上，

自然科学系 4 以上) 

現代科目 2 以上 

総合科目 2 以上 

計 14 以上 

情報リテラシー科目 4 4 

基礎演習科目 4 4 

外国語科目 

英語実習 4 以上 

英語以外の外国語 4 以上 

計 10 以上 

英語実習 4 以上 

英語以外の外国語 4 以上 

計 10 以上 

健康スポーツ科目 選択(0 以上 2 以下)＊ 選択(0 以上 2 以下)＊ 

教養教育科目小計 34 36 

専門教育科目 

学部基盤科目および 

学科共通科目 
28 28 

機械工学 EP 科目 52（卒業研究を除く） 60 

専門教育科目小計 80 88 

合計 114＊＊ 124＊＊ 
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＊ 2 単位までを教養教育科目の単位に算入できる。 

＊＊ 本学他学部科目，国際交流科目，横浜市内大学間単位互換科目，放送大学単位互換科目の修得単位は，卒業研

究を行うに必要な単位数および卒業に必要な単位数に算入されない。 

(1)卒業資格 

イ. 本学に 4 年以上在学すること。（但し，早期卒業はこの限りではない。） 

ロ. 教養教育科目の履修単位数・履修科目が卒業に必要な要件（p．A3 の履修基準表）を満足すること。 

ハ. 専門教育科目が卒業に必要な要件（p．A3 の履修基準表）を満足すること。 

ニ. 卒業研究を終了すること。 

ホ. 卒業に必要な授業科目のうち履修登録した全科目の GPA が 2.0 以上であるもの。 

(2)卒業研究を行うに必要な要件 

イ. 教養教育科目の履修単位数・履修科目が卒業研究を行うに必要な要件（p．A3 の履修基準表）を満足すること。 

ロ. 専門教育科目が卒業研究を行うに必要な要件（p．A3 の履修基準表）を満足していること。 

 
授業科目一覧 

科目 

区分 
授業科目の名称 履修年次

単位数 

履修基準 必 

修 

選
択
必
修

選 

択 

【教養教育科目】 

情報リテラシー科目 
コンピュータ科学入門※ 1 春  2   

必修科目 

コンピューティング演習※ 1 秋  2   

基礎演習科目 

機械系の数学演習Ⅰ※ 1 春  1   

機械系の数学演習Ⅱ※ 1 秋  1   

機械系の力学演習Ⅰ※ 1 秋  1   

機械系の力学演習Ⅱ※ 2 春  1   

教養コア科目 
図形科学 1･2･3･4 春    2 

 
機械工学と社会とのかかわり合い 1･2･3･4 春    2 

【専門教育科目】 

学
部
基
盤
科
目
（
専
門
基
礎
科
目
）

 

物理実験 1 秋 1   

必修科目 化学実験 1 秋 1   

工学基礎実験Ⅱ 3 秋 1   

解析学Ⅰ 1 春  21*)  

1*)は 12 科目中 8 科目

以上選択必修 

解析学Ⅱ 1 秋  21*)  

線形代数学Ⅰ 1 春  21*)  

線形代数学Ⅱ 1 秋  21*)  

微分方程式Ⅰ 1 秋  21*)  

関数論 2 春  21*)  

確率・統計 2 秋  21*)  

応用数学 3 春  21*)  

物理学ⅠＡ 1 春  21*)  

物理学ⅠＢ 1 秋  21*)  

物理学ⅡＢ 1 秋  21*)  

物理学Ⅲ 2 春  21*)  

基礎化学Ⅰ 1 春  22*)  

2*)は 5 科目中 3 科目

以上選択必修 

基礎化学Ⅱ 1 秋  22*)  

計測 3 春  22*)  

エレクトロニクス通論 3 春  22*)  

電気工学概論 3 秋  22*)  
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学
部
基
盤
科
目
（
専
門
基
礎
科
目
）

 

図学Ⅱ 1 秋   2 

 

フォーミュラーカー設計製作 1 秋   2 

材料有機化学 2 春   2 

材料無機化学 2 秋   2 

コンピュータグラフィックス概論 2 秋   2 

応用数学演習Ａ 3 春   2 

応用数学演習Ｂ 3 秋   2 

移動および速度論Ａ 3 春   2 

溶接工学 3 秋   2 

知的財産権 4 春   2 

品質管理 4 春   2 

工業経営 4 春   2 

安全工学概論 4 春   2 

総合応用工学概論 4 春   2 

医・工学連携基礎 4 秋   2 
（
専
門
基
礎
科
目
）

学
科
共
通
科
目

機械加工実習 2 春 1   必修科目 

電気材料 3 春   2 
 

自動車工学 3・4 春    2 

機
械
工
学
Ｅ
Ｐ
科
目
（
専
門
科
目
）

 

機械要素設計製図Ⅰ 2 春 2   

必修科目 

機械要素設計製図Ⅱ 2 秋 2   

機械工学実験Ⅰ 3 春 1   

機械工学実験Ⅱ 3 秋 1   

応用機械設計製図Ⅰ 3 春 2   

応用機械設計製図Ⅱ 3 秋 2   

材料力学Ⅰ 1 秋  2*)  

*)は 10 科目中 8 科目

以上選択必修 

材料力学Ⅱ 2 春  2*)  

熱力学Ⅰ 2 春  2*)  

熱力学Ⅱ 2 秋  2*)  

流体力学Ⅰ  2 春  2*)  

流体力学Ⅱ 2 秋  2*)  

機械力学Ⅰ 2 秋  2*)  

機械力学Ⅱ 3 春  2*)  

自動制御Ⅰ 2 秋  2*)  

自動制御Ⅱ 3 春  2*)  

機構学 1 春  2**)  

**)は 8 科目中 4 科目

以上選択必修 

機械設計Ⅰ 2 春  2**)  

機械設計Ⅱ 2 秋  2**)  

加工学Ⅰ 2 春  2**)  

加工学Ⅱ 2 秋  2**)  

機械材料Ⅰ 2 春  2**)  

機械材料Ⅱ 2 秋  2**)  

計算工学基礎 2 春  2**)  

材料強度学 3 秋  2***)  

***)は 10 科目中 7 科

目以上選択必修 

熱移動論 3 春  2***)  

基礎流体解析 3 春  2***)  

ターボ機械 3 春  2***)  

設計と加工 3 秋  2***)  

機
械
工
学
・

材
料
系
学
科

A　5



 

A 6 
 

機
械
工
学
Ｅ
Ｐ
科
目
（
専
門
科
目
）

 

有限要素法入門 3 秋  2***)  

***)は 10 科目中 7 科

目以上選択必修 

内燃機関 3 秋  2***)  

動的システムモデリング 3 秋  2***)  

コンピュータコントロール 3 秋  2***)  

ロボット工学 3 秋  2***)  

塑性力学 3 春   2 

 

機械工学インターンシップ 3 秋   2 

機械情報学 3 秋   2 

バイオメカニクス 3 秋   2 

エネルギー工学Ⅰ 3 秋   2 

エネルギー工学Ⅱ 3 秋   2 

卒業研究 4 通 8   必修科目 

教養教育科目のうち，※印を付した科目は，自学科開設科目であり，他学科の学生は履修できない。
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学
習

・
教

育
目

標
1
年

春
学

期
1
年

秋
学

期
2
年

春
学

期
2
年

秋
学

期
3
年

春
学

期
3
年

秋
学

期
4
年

春
学

期
4
年

秋
学

期

英
語

実
習

 1
(A

)
英

語
実

習
 1

(A
)

英
語

実
習

 2
(A

)
英

語
実

習
 2

(A
)

英
語

実
習

 1
(A

)
英

語
実

習
 1

(A
)

英
語

演
習

(A
)

英
語

演
習

(A
)

外
国

語
実

習
 1

(A
)

外
国

語
実

習
 2

(A
)

外
国

語
演

習
(A

)
外

国
語

演
習

(A
)

外
国

語
実

習
 1

(A
)

外
国

語
実

習
 2

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

知
的

財
産

権
(B

)

機
械

工
学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

(B
)

品
質

管
理

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

工
業

経
営

(B
)

基
礎

化
学

 I
 (

C
)

基
礎

化
学

 I
I 
(C

)
材

料
有

機
化

学
(C

)
材

料
無

機
化

学
(C

)

移
動

及
び

速
度

論
 A

(C
)

安
全

工
学

概
論

(C
)

医
・
工

学
連

携
基

礎
(C

)

解
析

学
 I
 (

C
)

解
析

学
 I
I 
(C

)
関

数
論

(C
)

応
用

数
学

(C
)

総
合

応
用

工
学

概
論

(C
)

微
分

方
程

式
 I
 (

C
)

確
率

・
統

計
(C

)
応

用
数

学
演

習
 A

 (
C

)
応

用
数

学
演

習
 B

(C
)

線
形

代
数

学
 I
 (

C
)

線
形

代
数

学
 I
I 
(C

)

ｴ
ﾚ
ｸ
ﾄﾛ

ﾆ
ｸ
ｽ

通
論

(C
)

電
気

工
学

概
論

(C
)

物
理

学
 I
A

 (
C

)
物

理
学

 I
B

 (
C

)
計

測
(C

)

物
理

学
 I
IB

 (
C

)
物

理
学

 I
II 

(C
)

電
気

材
料

(C
)

機
械

系
の

力
学

・
演

習
 I
 (

C
)

機
械

系
の

力
学

・
演

習
 I
I 
(C

)

機
械

系
の

数
学

・
演

習
 I
 (

C
)

機
械

系
の

数
学

・
演

習
 I
I 
(C

)
有

限
要

素
法

入
門

(D
)

材
料

力
学

 I
 (

D
)

材
料

力
学

 I
I 
(D

)
材

料
強

度
学

(D
)

塑
性

力
学

(D
)

流
体

力
学

 I
 (

D
)

流
体

力
学

 I
I 
(D

)
基

礎
流

体
解

析
(D

)

タ
ー

ボ
機

械
(D

)
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

 I
(D

)

熱
力

学
 I
 (

D
)

熱
力

学
 I
I 
(D

)
熱

移
動

論
(D

)
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

 I
I(
D

)

内
燃

機
関

(D
)

機
械

力
学

 I
 (

D
)

機
械

力
学

 I
I 
(D

)

機
械

情
報

学
(D

)

自
動

制
御

 I
 (

D
)

自
動

制
御

 I
I 
(D

)
動

的
シ

ス
テ

ム
モ

デ
リ

ン
グ

(D
)

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

(D
)

ｺﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ科

学
入

門
(C

)
ｺﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ

ｨﾝ
ｸ
ﾞ演

習
(C

)
計

算
工

学
基

礎
(C

)
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
(D

)

ｺﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀｸ

ﾞﾗ
ﾌ
ｨｯ

ｸｽ
概

論
(C

)
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
(D

)

機
械

材
料

 I
 (

D
)

機
械

材
料

 I
I(
D

)
自

動
車

工
学

(D
)

機
構

学
(D

)
機

械
設

計
 I
 (

D
)

機
械

設
計

 I
I 
(D

)
応

用
機

械
設

計
製

図
 I
I 
(D

)

機
械

要
素

設
計

・
製

図
 I
 (

D
)

機
械

要
素

設
計

・
製

図
 I
I 
(D

)
応

用
機

械
設

計
製

図
 I
 (

D
)

設
計

と
加

工
(D

)

図
形

科
学

(C
)

図
学

 I
I(
C

)
加

工
学

 I
 (

D
)

加
工

学
 I
I 
(D

)
溶

接
工

学
(D

)

機
械

加
工

実
習

(D
)

物
理

実
験

(C
)

機
械

工
学

実
験

 I
 (

D
)

工
学

基
礎

実
験

 I
I 
(D

)

化
学

実
験

(C
)

機
械

工
学

実
験

Ⅱ
(D

)

フ
ォ

ー
ミ

ュ
ラ

－
カ

ー
設

計
製

作
(D

)

こ
の

表
は

，
機

械
工

学
E
P

の
学

習
・
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

授
業

科
目

の
流

れ
を

示
し

て
い

る
。

科
目

欄
の

色
お

よ
び

括
弧

内
の

記
号

は
，

関
連

す
る

主
な

学
習

・
教

育
目

標
を

示
し

て
い

る
。

(D
)　

社
会

で
の

実
践

の
基

盤
と

な
る

専
門

の
工

学
的

能
力

を
養

成
す

る

機
械

工
学

E
P

の
科

目
の

つ
な

が
り

(C
)　

幅
広

い
専

門
分

野
に

対
応

で
き

る
工

学
の

基
礎

的
能

力
を

養
成

す
る

(A
)　

真
に

人
類

・
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

格
を

養
成

す
る

(B
)　

社
会

に
お

け
る

工
学

の
役

割
を

正
し

く
理

解
す

る
能

力
を

養
成

す
る

機
械

工
学

と
社

会
と

の

か
か

わ
り

合
い

(B
)

卒 業 研 究

(A
, B

, D
)

A　6
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学
習

・
教

育
目

標
1
年

春
学

期
1
年

秋
学

期
2
年

春
学

期
2
年

秋
学

期
3
年

春
学

期
3
年

秋
学

期
4
年

春
学

期
4
年

秋
学

期

英
語

実
習

 1
(A

)
英

語
実

習
 1

(A
)

英
語

実
習

 2
(A

)
英

語
実

習
 2

(A
)

英
語

実
習

 1
(A

)
英

語
実

習
 1

(A
)

英
語

演
習

(A
)

英
語

演
習

(A
)

外
国

語
実

習
 1

(A
)

外
国

語
実

習
 2

(A
)

外
国

語
演

習
(A

)
外

国
語

演
習

(A
)

外
国

語
実

習
 1

(A
)

外
国

語
実

習
 2

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

教
養

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

(A
)

知
的

財
産

権
(B

)

機
械

工
学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

(B
)

品
質

管
理

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

教
養

科
目

(B
)

工
業

経
営

(B
)

基
礎

化
学

 I
 (

C
)

基
礎

化
学

 I
I 
(C

)
材

料
有

機
化

学
(C

)
材

料
無

機
化

学
(C

)

移
動

及
び

速
度

論
 A

(C
)

安
全

工
学

概
論

(C
)

医
・
工

学
連

携
基

礎
(C

)

解
析

学
 I
 (

C
)

解
析

学
 I
I 
(C

)
関

数
論

(C
)

応
用

数
学

(C
)

総
合

応
用

工
学

概
論

(C
)

微
分

方
程

式
 I
 (

C
)

確
率

・
統

計
(C

)
応

用
数

学
演

習
 A

 (
C

)
応

用
数

学
演

習
 B

(C
)

線
形

代
数

学
 I
 (

C
)

線
形

代
数

学
 I
I 
(C

)

ｴ
ﾚ
ｸ
ﾄﾛ

ﾆ
ｸ
ｽ

通
論

(C
)

電
気

工
学

概
論

(C
)

物
理

学
 I
A

 (
C

)
物

理
学

 I
B

 (
C

)
計

測
(C

)

物
理

学
 I
IB

 (
C

)
物

理
学

 I
II 

(C
)

電
気

材
料

(C
)

機
械

系
の

力
学

・
演

習
 I
 (

C
)

機
械

系
の

力
学

・
演

習
 I
I 
(C

)

機
械

系
の

数
学

・
演

習
 I
 (

C
)

機
械

系
の

数
学

・
演

習
 I
I 
(C

)
有

限
要

素
法

入
門

(D
)

材
料

力
学

 I
 (

D
)

材
料

力
学

 I
I 
(D

)
材

料
強

度
学

(D
)

塑
性

力
学

(D
)

流
体

力
学

 I
 (

D
)

流
体

力
学

 I
I 
(D

)
基

礎
流

体
解

析
(D

)

タ
ー

ボ
機

械
(D

)
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

 I
(D

)

熱
力

学
 I
 (

D
)

熱
力

学
 I
I 
(D

)
熱

移
動

論
(D

)
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
学

 I
I(
D

)

内
燃

機
関

(D
)

機
械

力
学

 I
 (

D
)

機
械

力
学

 I
I 
(D

)

機
械

情
報

学
(D

)

自
動

制
御

 I
 (

D
)

自
動

制
御

 I
I 
(D

)
動

的
シ

ス
テ

ム
モ

デ
リ

ン
グ

(D
)

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

(D
)

ｺﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ科

学
入

門
(C

)
ｺﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ

ｨﾝ
ｸ
ﾞ演

習
(C

)
計

算
工

学
基

礎
(C

)
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
(D

)

ｺﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀｸ

ﾞﾗ
ﾌ
ｨｯ

ｸｽ
概

論
(C

)
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
(D

)

機
械

材
料

 I
 (

D
)

機
械

材
料

 I
I(
D

)
自

動
車

工
学

(D
)

機
構

学
(D

)
機

械
設

計
 I
 (

D
)

機
械

設
計

 I
I 
(D

)
応

用
機

械
設

計
製

図
 I
I 
(D

)

機
械

要
素

設
計

・
製

図
 I
 (

D
)

機
械

要
素

設
計

・
製

図
 I
I 
(D

)
応

用
機

械
設

計
製

図
 I
 (

D
)

設
計

と
加

工
(D

)

図
形

科
学

(C
)

図
学

 I
I(
C

)
加

工
学

 I
 (

D
)

加
工

学
 I
I 
(D

)
溶

接
工

学
(D

)

機
械

加
工

実
習

(D
)

物
理

実
験

(C
)

機
械

工
学

実
験

 I
 (

D
)

工
学

基
礎

実
験

 I
I 
(D

)

化
学

実
験

(C
)

機
械

工
学

実
験

Ⅱ
(D

)

フ
ォ

ー
ミ

ュ
ラ

－
カ

ー
設

計
製

作
(D

)

こ
の

表
は

，
機

械
工

学
E
P

の
学

習
・
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

授
業

科
目

の
流

れ
を

示
し

て
い

る
。

科
目

欄
の

色
お

よ
び

括
弧

内
の

記
号

は
，

関
連

す
る

主
な

学
習

・
教

育
目

標
を

示
し

て
い

る
。

(D
)　

社
会

で
の

実
践

の
基

盤
と

な
る

専
門

の
工

学
的

能
力

を
養

成
す

る

機
械

工
学

E
P

の
科

目
の

つ
な

が
り

(C
)　

幅
広

い
専

門
分

野
に

対
応

で
き

る
工

学
の

基
礎

的
能

力
を

養
成

す
る

(A
)　

真
に

人
類

・
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

格
を

養
成

す
る

(B
)　

社
会

に
お

け
る

工
学

の
役

割
を

正
し

く
理

解
す

る
能

力
を

養
成

す
る

機
械

工
学

と
社

会
と

の

か
か

わ
り

合
い

(B
)

卒 業 研 究

(A
, B

, D
)

機
械
工
学
・

材
料
系
学
科
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A 8 
 

材料工学教育プログラム 
 

(1)学習・教育目標 

育成人材像 

 社会に関する広い教養と高い倫理観を持ち，工学全般の基礎的知識と材料に関わる専門知識とを備え，工学の他分野の研究

と技術を積極的に取り入れて独創的な技術開発と科学を開拓する高度専門技術者や研究者のリーダーとして将来活躍できる人

材の育成を目的とする。具体的には，物理および化学の基礎に立脚して，様々な材料の構造・組織や機能・特性をナノメートル

からミリメートルスケールで連続的に捉えて現象を理解する能力を育成し，機械構造物や電子情報機器などにおける各種機能を

担う機能・構造材料の開発・設計に寄与する，下記四分野を修得した人材を輩出する。機器の機能を複合的かつバランスして設

計するために，材料の内部構造，表面および界面の特性，それらの評価・解析技術に関わる専門能力に基づき，知識の総合化

を行ってものづくりに貢献する材料技術者あるいは研究者の養成を目指している。 

 

第 1 分野（連続体力学と加工） 

・ 外力を受けたマクロな固体材料の強度と変形を理解する。 

・ 材料のマクロな塑性変形を支配する法則を理解する。 

・ 材料のマクロな塑性変形を利用した加工技術を理解し，加工技術を開発するための基本的な素養を身に付

ける。 

第 2 分野（ミクロ組織と力学特性） 

・ 材料のミクロな成り立ち（組織）とそれを支配する基本的な法則を理解する。 

・ 材料の強さを生み出す基本的な仕組みを理解する。 

・ 材料の強さと組織の関係を理解し，材料の開発ならびに適切な材料選択ができるための基本的な素養を身

に付ける。 

第 3 分野（ナノ構造と機能） 

・ 材料の原子・ナノスケールでの構造と物性を支配する基本的な法則を理解する。 

・ 材料内部での電子の働きとそれが生み出す機能の基本的な仕組みを理解する。 

・ 材料の量子力学的効果について理解し，マクロな特性と結びつける基本的な素養を身に付ける。 

第 4 分野（物理化学と環境性能） 

・ 材料の熱力学や物理的および化学的反応に基づくプロセスの基本的な法則を理解する。 

・ 材料の状態および反応とそれらを評価・解析する基本的な仕組みを理解する。 

・ 材料およびプロセスに環境性能を付与するための基本的な素養を身に付ける。 

 

学習・教育（到達）目標 

(A) 真に人類・社会に貢献できる人格を養成する。 

 [A1] 広い学問領域に触れることによって，人類の幸福・福祉に貢献できる能力 

 [A2] 外国語や教養科目の履修を通じて異なる文化を理解し，多面的に物事を考える能力 

(B) 社会における工学の役割を正しく理解する能力を養成する。 

 [B1] 科学技術が自然現象や人間社会とどのように関わっているかを理解できる能力 

 [B2] 自立した技術者として責任をもって行動できる能力 

(C) 幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的能力を養成する。 

 [C1] 数学や物理学などの自然科学と情報技術の知識を修得し，これらを応用できる能力 

 [C2] 工学基礎および材料工学の基礎知識を修得し，これらを応用できる能力 

(D) 社会での実践を志向して専門の工学的能力を養成する。 

 [D1] 材料工学の基盤となる専門知識を修得し，これらを応用・展開する能力と，将来自主的かつ継続的に学習できる能力 

 [D2] 工学的考え方を利用して問題解決に応用できる解析・設計・コミュニケーションの能力 

 [D3] いかなる環境の下でも周到な計画に基づいて問題解決に取り組み，まとめる能力 

 

 

(2)教育の流れ 

 「材料工学 EP の科目のつながり」に示す通り，材料工学教育プログラムでは，3 年次秋学期まで，全員に対して同一の教育を
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行う。即ち，教養科目，健康・スポーツ科目，および外国語科目についての全学的教育と，材料工学に関する基礎学力を養成す

る為の教育を実施する。4 年次には各教員の研究室に配属され，卒業研究のみを一年間取り組む。１～3 年次の学修では従来

から知られた既知の現象や解釈を学ぶことに重点が置かれているが、卒業研究では、それらを積極的に未知の事象に応用し、よ

り良い解釈を探求する能動的な研究を実施することにより，卒業後，企業あるいは大学院における技術者・研究者としての自覚と

素養が育成される。 

 

(3)履修登録単位数の上限 

 材料工学教育プログラムでは下表に示すように，一学期に履修登録できる単位数に上限が設定されている。その上限単位数を

超えて履修登録することはできないので注意すること。ただし，表に示された科目は上限単位数の計算に含まれない。また1年次

秋学期からは，履修登録する直前一学期の成績の GPA が 2.5 以上の学生は，上限単位数の設定が 26 単位に緩和される。 

 

履修登録単位上限*1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)早期卒業 

 2年次終了時に以下の条件を全て満たしている学生は，3年次に通常の3年次履修科目に加えて卒業研究を履修することがで

きる。これにより卒業資格を満たした場合は，3 年次終了時およびそれ以降に早期卒業できる。 

（条件） 

 2 年次終了時において， 

① 卒業研究，3 年次開講の必修科目を除いて，必修科目を修得していること。 

② 卒業研究 8 単位，3 年次開講の必修科目 9 単位を除いて，卒業資格を満たしていること。 

③ 卒業に必要な授業科目のうち履修登録した全科目の GPA が 4.20 以上であること。 

これら①，②，③の条件を全て満たす見通しがあり，かつ早期卒業を希望する者は，2 年次終了時に教務委員に相談すること。 

 

履修基準 

 履修基準は，以下の通りである。教養教育科目については教養教育科目履修基準表，専門教育科目については材料工学教

育プログラム専門教育科目表に更に細かい基準が決められているので参照すること。ただし，本学他学部開講科目，国際交流

科目，横浜市内大学間単位互換科目，放送大学単位互換科目の修得単位は卒業に必要な単位数に算入されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)卒業資格 

イ. 本学に 4 年以上在学すること。 (但し，早期卒業はこの限りではない。) 

ロ. 教養教育科目の履修単位数・履修科目が卒業に必要な要件(上表)を満足すること。 

機
械
工
学
・

材
料
系
学
科
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ハ. 専門教育科目が卒業に必要な要件(上表)を満足すること。 

ニ. 卒業研究を終了すること。 

ホ. 卒業に必要な授業科目のうち履修登録した全科目の GPA が 2.0 以上であること。 

 

(2)卒業研究を行うに必要な要件 

 卒業研究を除くすべての必修科目を修得し，教養教育科目 32 単位以上(教養コア科目 10 単位以上，情報リテラシー科目 2 単

位以上，基礎演習科目4単位以上，外国語科目10単位以上)，及び， 専門教育科目80単位以上(専門基礎科目28単位以上，

材料工学教育プログラム 52 単位以上)のすべての条件を満たしていること。 

 

 

授業科目一覧 

 

科目 

区分 
授業科目の名称 配当年次

単位数 

備 考 必 

修

選
択

必
修

選 

択

【教養教育科目】 

教
養
教
育
科
目 

コンピューティング 1 秋 2     

数学演習※ 1 春 2   
自学科開講科目，

他学科は履修不可

物理学演習※ 1 秋 2   
自学科開講科目，

他学科は履修不可

材料学入門 1～4 春 2     

機械工学と社会とのかかわり合い 1～4 春   2  

図形科学 1～4 春   2   

【専門教育科目】 

学
部
基
盤
科
目
（
専
門
基
礎
科
目
）

 
 

 
 

 

数
学
関
係
科
目 

解析学Ⅰ 1 春   2  

解析学Ⅱ 1 秋   2  

線形代数学Ⅰ 1 春   2  

線形代数学Ⅱ 1 秋   2  

微分方程式Ⅰ 1 秋   2  

関数論 2 春   2  

確率・統計 2 秋   2  

物
理
・
図
学
関
係
科
目 

物理学ⅠＡ 1 春   2  

物理学ⅠＢ 1 秋   2  

物理学ⅡＢ 1 秋   2  

物理学Ⅲ 2 春   2  

物理実験 1 秋 1     

図学Ⅱ 1 秋   2  

計測 3 春   2  

エレクトロニクス通論 3 春   2  

化
学
関
連
基
礎
科
目

基礎化学Ⅰ 1 春   2  

基礎化学Ⅱ 1 秋   2  

材料有機化学 2 春   2  

材料無機化学 2 秋   2  

化学実験 1 秋 1     

工
学
基
礎
科
目 

応用数学 3 春   2  

応用数学演習Ａ 3 春   2  

応用数学演習Ｂ 3 秋   2  

流体力学 3･4 秋   2  
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溶接工学 4 秋   2  

コンピュータグラフィックス概論 

電気工学概論 

2 秋 

3 秋 

 

 
 

2 

2 
 

移動および速度論Ａ 3 春   2  

工学基礎実験Ⅰ 3 春 1    

知的財産権 4 春   2  

品質管理 4 春   2  

工業経営 4 春   2  

安全工学概論 4 春   2  

総合応用工学概論 4 春   2  

医・工学連携基礎 4 秋   2  

フォーミュラーカー設計製作 1 秋   2  

小計（36 科目） － 3  66  

学
科
共
通
科
目

(

専
門
基
礎
科
目)

機械加工実習 2 春 1     

電気材料 3 春   2  

自動車工学 4 春    2  

小計（3 科目） － 1  4  

材
料
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ｐ
）

 

熱力学 1 春   2  

物理化学 1 秋   2  

プログラミング 2 春   2  

基礎結晶学 2 春   2  

材料熱力学 2 春   2  

加工学 2 秋   2  

材料力学Ａ 2 春   2  

材料力学Ｂ 2 秋   2  

金属組織学・演習Ⅰ 2 秋   3  

金属組織学・演習Ⅱ 3 春   3  

結晶塑性学 2 秋   2  

固体電子論 2 春   2  

機械設計 2 秋   2  

機械要素設計製図Ａ 2 春 2    

機械要素設計製図Ｂ 2 秋 2    

材料工学実験Ⅰ 3 春 3    

材料工学実験Ⅱ 3 秋 3    

結晶強度学 3 春   2  

材料強度学 3 秋   2  

Ｘ線結晶構造解析 3 春   2  

鉄鋼材料 3 春   2  

統計物理学 2 秋   2  

電磁物性 3 春   2  

塑性力学 3 春   2  

塑性加工学 3 秋   2  

凝固論 3 秋   2  

計算材料学 3 秋   2  

環境調和材料 3 秋   2  

材料設計ゼミナール 3 秋 2     

材料工学インターンシップ 3 秋   2  

機
械
工
学
・

材
料
系
学
科
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電気化学 A 3 秋   2 
化学応用ＥＰ開講

科目 

有限要素法入門 3 秋   2  

設計と加工 3 秋   2  

卒業研究 4 通 8     

小計（34 科目） － 20  58  

教養教育科目のうち，※印を付した科目は，自学科開設科目であり，他学科の学生は履修できない。
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学
習

・
教

育
目

標
1
年

春
学

期
1
年

秋
学

期
2
年

春
学

期
2
年

秋
学

期
3
年

春
学

期
3
年

秋
学

期
4
年

春
学

期
4
年

秋
学

期

英
語

Ⅰ
(◎

)
英

語
Ⅰ

(◎
)

英
語

Ⅱ
(◎

)
英

語
Ⅱ

(◎
)

英
語

Ⅰ
(◎

)
英

語
Ⅰ

(◎
)

外
国

語
Ⅰ

(◎
)

外
国

語
Ⅱ

(◎
)

外
国

語
Ⅰ

(◎
)

外
国

語
Ⅱ

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

材
料

学
入

門
(◎

)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

教
養

科
目

(◎
)

数
学

演
習

 (
◎

)

解
析

学
 I
(○

)
解

析
学

 I
I(
○

)
関

数
論

(○
)

応
用

数
学

演
習

A
応

用
数

学
演

習
B

微
分

方
程

式
 I
(○

)
確

率
・
統

計
(○

)
応

用
数

学

線
形

代
数

学
 I
(○

)
線

形
代

数
学

 I
I(
○

)

基
礎

化
学

 I
(○

)
基

礎
化

学
 I
I(
○

)
材

料
無

機
化

学
(○

)
材

料
有

機
化

学
(○

)

移
動

及
び

速
度

論
 A

電
気

化
学

A

固
体

電
子

論
(○

)
統

計
物

理
学

(○
)

電
磁

物
性

(○
)

電
気

材
料

ｴ
ﾚ
ｸ
ﾄﾛ

ﾆ
ｸ
ｽ

通
論

電
気

工
学

概
論

基
礎

結
晶

学
(○

)
計

測

X
線

構
造

解
析

(○
)

計
算

材
料

学
（
○

）

熱
力

学
(○

)
物

理
化

学
(○

)
材

料
熱

力
学

(○
)

金
属

組
織

学
・
演

習
 I
(○

)
金

属
組

織
学

・
演

習
 I
I(
○

)
凝

固
論

(○
)

物
理

学
 I
A

(○
)

物
理

学
 I
B

(○
)

鉄
鋼

材
料

 (
○

)
環

境
調

和
材

料
 (
○

)

物
理

学
 I
IB

(○
)

物
理

学
 I
II(

○
)

結
晶

塑
性

学
(○

)
結

晶
強

度
学

(○
)

材
料

強
度

学
(○

)

物
理

学
演

習
 (
◎

)

材
料

力
学

Ａ
(○

)
材

料
力

学
Ｂ

(○
)

塑
性

力
学

(○
)

塑
性

加
工

学
(○

)

流
体

力
学

有
限

要
素

法
入

門

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ(
◎

)
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

(○
)

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ
ｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨｯ

ｸ
ｽ

概
論

溶
接

工
学

設
計

と
加

工

図
形

科
学

(○
)

図
学

 I
I(
○

)
機

械
要

素
設

計
・
製

図
Ａ

(◎
)

機
械

要
素

設
計

・
製

図
Ｂ

(◎
)

材
料

設
計

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
(◎

)

加
工

学
 (
○

)
機

械
設

計
(○

)
材

料
工

学
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
安

全
工

学
概

論

ﾌ
ｫ
ｰ

ﾐｭ
ﾗ
ｶ
ｰ

設
計

製
作

機
械

加
工

実
習

(◎
)

工
業

経
営

特
許

法

物
理

実
験

(◎
)

材
料

工
学

実
験

 I
(◎

)
材

料
工

学
実

験
 I
I(
◎

)
品

質
管

理

化
学

実
験

(◎
)

工
学

基
礎

実
験

 I
(◎

)
総

合
応

用
工

学
概

論

材
料

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
科

目
の

つ
な

が
り

(A
)　

真
に

人
類

・
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

格
を

養
成

す
る

(B
)　

社
会

に
お

け
る

工
学

の
役

割
を

正
し

く
理

解
す

る
能

力
を

養
成

す
る

(
C
)
 
幅

広
い

専
門

分
野

に
対

応
で

き
る

工
学

の
基

礎
的

能
力

を
養

成
す

る

(D
)　

社
会

で
の

実
践

を
指

向
し

て
専

門
の

工
学

的
能

力
を

養
成

す
る
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